 


１　単元について
　○　本校における総合的な学習の時間の目標及び本単元で育てたい資質・能力は以下の通りである。

（１）単元観


　　　　　　
（２）児童観
　　　　　　　（３）指導観



（４）単元の目標（めざす児童の姿）

２　単元の評価規準
	観点
	知識及び技能
	思考力，判断力，表現力等
	主体的に学習に取り組む態度

	
	
	
	意欲・態度
（主体性・積極性）
	価値観・倫理観
（尾道市民としてのアイデンティティ）

	評価規準
	地域には様々な由来をもつ祭りが多くあり，その祭りには歴史や役割があることなどを理解している。
地域の祭りに関する問題や今後の課題について概要を知っている。

	地域の祭りの問題に気付いて学習課題を設定している。

様々な資料や聞き取りなどを活用して適切に情報を収集し，収集した情報を目的に応じて整理している。
伝えたいことの中心を考えて表現し，自他の文章を比べながら聞いている。
コンピテンシーに基づいて自己評価し，次の目標を書いている。
	地域の祭りに関する学習課題に対して関心をもち，進んで学習計画を立てている。

地域の祭りの問題解決のために進んでアイディアを創造し，取り組もうとしている。
他の人の意見も取り入れて文章の改善案を考えている。

これからの自分の生き方について考え，生活に生かしたいことを考えている。
	地域の祭りを残していきたいという地域の人々の願いを大切にしている。
地域の一員として地域の歴史の伝承に貢献することの意義や素晴らしさを感じている。


３　本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり
本単元においては，地域の祭りに関する問題を題材として取り上げ，地域に住まれている人々とのかかわりを通して地域の祭りに関する問題に気付き，解決方法を創造して実行する活動を中心とした単元を構成することで，児童の主体的な課題発見・解決学習を支援する。これらのことを通して，地域の祭りに関する現状と人々の願いについての理解（知識）を深め，情報収集や整理・分析，振り返りなどを繰り返しながら探究活動に慣れることで課題発見・解決力（思考力，判断力，表現力等）を育成する。また，地域のために役に立ちたいという思いを抱かせることで主体的に学習に取り組む態度（課題解決への主体性・積極性や尾道市民としてのアイデンティティ）を育成する。
４　指導計画（全３０時間）
	次
	学習活動
	児童の思考の深まり
	評価規準
（評価方法）
	教科の課題
発見・解決学習

	一
	
　尾道の祭りについて知っていることを出し合い，関心をもつ。（１）
祭りのビデオを見て，分かったことや疑問に思ったことを出し合う。（１）


　

尾道の祭りについて，インターネットで調べたり，地域の人や祭りの関係者にインタビューしたりして調べる。（７）

調べたりインタビューしたりしたことをこれからどうしていきたいかを考える。（２）

調べて分かったことをおたより等でまとめる。（５）
ベッチャー祭りについてまとめたものを，駅や市役所においてもらう。（１）


	「尾道みなと祭」「尾道住吉花火祭り」「水尾町の水祭り」「祇園祭り」「ベッチャー祭り」があるよ。
いつやるか，どんな様子かは知っているけど，分からないことがたくさんあるな。もっと知りたいな。調べてみたいな。
尾道には，自分がよく知らなかった祭りがたくさんあるな。　　

それぞれの祭りには意味があって，歴史があって，地域の人たちが大切にして守ってきたんだな。
　祭りを受けつぐ人が少ないのなら，どうにかしないと祭りがなくなっちゃうな。
お祭りにそんな意味や人々の願いが込められているとは考えていなかった。もっと祭りのよさや地域の人の願いをいろいろな人に知ってもらいたいな。おたよりを作って，いろいろな人に知ってもらおう。
いろいろな人に祭りに興味をもってもらったり，受けつぐ人を増やしたりするためには，どんなことを書いていったらよいかな。

「いつから始まったか」は，書かないといけないな。
「どんなことをする祭りなのか」を紹介しよう。

「お祭りの見所」は入れたいな。

祭りに関わる方々の願いや思いも書き加えよう。
	地域の祭りに関して関心をもっている。【主体性・積極性】（ワークシート）
地域の祭りに関して分からないことや疑問に思ったことをたくさん見付けている。【主体性・積極性】（ワークシート）
地域の祭りについて，様々な資料や聞き取りなどを活用して適切に情報を収集している。【思考力，判断力，表現力等】（ワークシート）
地域には様々な由来をもつ祭りが多くあり，その祭りには歴史や役割があることなどを理解している。【知識及び技能】（ワークシート）
地域の祭りに関する問題や今後の課題について概要を知っている。【知識及び技能】（ワークシート）
地域の祭りの問題に気付いて学習課題を設定している。【思考力，判断力，表現力等】（ワークシート）
地域の祭りの問題解決のために進んで自分の考えを出し，取り組もうとしている。【主体性・積極性】（ワークシート）
収集した情報を目的に応じて整理している。【主体性・積極性】（おたより等）
	国語科
「『ほけんだより』を読みくらべよう」でことがらの取り上げ方や説明の仕方を工夫して書く。



	二
	
ベッチャー祭りについて書いたおたより等についてのアンケートの結果から，課題を考える。

尾道新聞の方に来ていただき，文章の意図を伝えるために大切なことは何かについてのお話を聞く。（２）
自分の書いた文章や友達の文章を読み返し，目的意識をもった文章を書くために，どうしたらよいか考え，学習課題を設定する。（２）


　
学習課題を元に，自分の文章を修正する。（２）
グループで，お互いの文章を読み合い，アドバイスし合う。（１）
本時（２４/３０）
文章を仕上げる。（２）

グループでお互いの文章を読み合い，よかったことを話し合う。（１）
自分の文章でがんばったことを振り返る。（１）
学習を通じて，分かったことや，学んだことを振り返る。（１）
これから，自分達がどのように祭りと関わるのかや，尾道の一員としての自分の生き方を考える。（１）
	　具体的に書いた方が分かりやすいんだな。
　字の大きさや書く順序も大切なんだな。

　
　
ちょっとこの文章だと，祭りの楽しさが伝わらないな。

祭りの写真は，これじゃない方がいいんじゃないかな。写真や絵をどんなものにするのか考え直してみよう。
レイアウトを考え直してみよう。

　
　この書き方なら，祭りのよさが伝わったり，祭りを受けつぎたい人が出てきたりするね。
　目的意識をもって，意図的に文章を書くことが大切だな。
　尾道の祭りのすばらしさや，祭りに関わる地域の方々の思いが分かり，改めて尾道のすばらしさを感じることができました。尾道が大好きになりました。
　これからも，祭りに参加しよう。他の県のいとこにも教えてあげよう。

全国の他の祭りも調べて，比べてみたいな。
祭りを守るためにいろいろな人が努力していることを知り，素晴らしいことだと思ったよ。自分も尾道の地域の一員として，地域のためになることを考えて，できることを進んでやっていきたいな。
	おたより等の書き方についての問題に気付いて学習課題を設定している。【思考力，判断力，表現力等】（ワークシート）
おたより等の書き方についての問題解決のために進んで自分の考えを出し，取り組もうとしている。【主体性・積極性】（ワークシート）
他の人の意見も取り入れて文章の改善案を考えている。【主体性・積極性】（ワークシート）
地域の祭りを残していきたいという地域の人々の願いを大切にしている。【尾道市民としてのアイデンティティ】（ワークシート）
地域の一員として地域の歴史の伝承に貢献することの意義や素晴らしさを感じている。【尾道市民としてのアイデンティティ】（ワークシート）
これからの自分の生き方について考え，生活に生かしたいことを考えている。【尾道市民としてのアイデンティティ】（ワーク
シート）
	


５　本時の展開（２４／３０）

（1）本時の目標
　　目的意識や相手意識をもって，おたより等の内容の改善策を考えることができる。
（2）観点別評価規準
他の人の意見も取り入れて文章の改善案を考えている。

【主体性・積極性】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（3）学習の展開　　
	学習活動
	指導上の留意点（◯）
配慮を要する児童への支援（◆）
	評価規準（評価方法）
予想される児童の反応

	１　これまでの学習を想起する。
２　めあてを設定する。
３　見通しをもつ。
４　問題点を見付け，改善点を考える。
５　話し合ったことを全体で交流する。
６　まとめる。
７　振り返る。
　　　
	◯　前時までの学習を振り返らせる。（試しにおたより等を作ってみたが，お祭りに行ってみたいと思ってもらえていない。）
◯　アンケート結果を集計したものを提示し，全体で行ってみたいと思わな
かった数を表にして実感させる。
〇　林良司さん（尾道新聞）から，目的意識，相手意識のある書き方をしているかどうかについて，アドバイスして頂いたことを，キーワードで提示し，今日の改善の方向性をもたせる。
· 本時で何を学ぶのか全体で確認させる。

　
◆　本時でどんな力を付けたいかコンピテンシー表を見て確認させる。
· どのように学習を進めていくのか，学習方法を児童と考える。
◯　地元の人や観光客から集めたアンケートや林さんのアドバイスのキーワードを基に，問題点を見付けさせる。
◯　地元の人と観光客の意見を基に考えた改善点は黄色の付箋，林さんのアドバイスを基に考えた改善点は赤の付箋に分けて書かせ，整理させる。
◯　各グループの祭りを受け継ぎたいと思わなかった原因を交流し，共通点
や相違点を発表させる。
◯　アドバイスをもらった改善案から，自分がやろうと思うことを発表する。
· 　改善案を実行するために，これから何をしていかなくてはならないかを考える。
· これからの学習について発表させる。

· 話し合ったことを基に，自分たちのグループが行う表現方法を決める。
· 今日の授業でどんな力が付いたか，考えの変容などをコンピテンシー表
に書かせる。

	



他の人の意見も取り入れて文章の改善案を考えている。　　　　　　　　　　　【主体性・積極性】
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課題発見・解決力　主体性・積極性　尾道市民としてのアイデンティティ








本単元で育成する資質・能力　














郷土を素材とした活動や体験を通して，課題を自ら見出し，仲間と協力して探究活動に取り組む態度を育て


るとともに，郷土への愛着を深め，郷土のよさを守ろうとする態度を育てる。本単元では，思考力，判断力，表現力等（課題発見・解決力），主体的に学習に取り組む態度（主体性・積極性，尾道市民としてのアイデンティティ）の資質・能力を育てる。





本単元においては，地域貢献を図る探究的な学習を行うことを通して，地域の祭りに関する問題を取り上げ，児童自ら課題を発見し，解決方法を考えて実行することで，児童の思考力，判断力，表現力等（課題発見・解決力）と，主体的に学習に取り組む態度（主体性・積極性，尾道市民としてのアイデンティティ）を育てることをねらいとしている。


　本教材は，尾道の祭りを調べていくことで，祭りには名前の由来や意味があること，地域の人々の祭りに対する願いや努力や工夫があることを知ることができる。そのことで，地域のすばらしさや，人々のあたたかさを感じ，郷土に対する愛着が深まる教材である。また，問題点や課題を知り，考えていくことで「地域の役に立ちたい」という尾道市民としてのアイデンティティを高めることができる。また，カリキュラム・マネジメントの視点から，国語科の「ほけんだよりを読み比べよう」の学習との関連を図り，「事柄の取り上げ方や説明の仕方を工夫して書く」という目的意識をもって，調べたことをまとめる活動をすることで，効果的に学習を進め，本校のめざす資質・能力の育成を図ることができる教材である。

















課題発見・解決学習の実態


















































※基礎・基本定着状況調査児童質問紙No13～27





本単元の課題発見・解決学習では，特に以下の点を重点に取り組む。


課題設定では，尾道の祭りの名前の由来や年代などを調べるために，インターネットやインタビューを通じて，学習材に対する児童の興味・関心を高める。また，情報収集や整理・分析した後，課題設定をすることで試行錯誤を繰り返しながら，問題意識を高めていきたい。


整理・分析では，尾道の祭りの魅力を知ってもらい，祭りに参加したり，受け継ぐ人を増やしたりしたいという目的意識や相手意識をもっておたより等に書かせるようにする。そのために，国語科と関連させたり，尾道新聞の方から目的や意図をもった書き方の工夫を聞いたりする。表現では，評価を基に，試行錯誤させながら，目的意識や相手意識をもって書くことの必要性を実感させるとともに，効果的な書き方を習得させ，表現力を高めるために，一度だけでなく何度か書き直させる。


まとめでは，コンピテンシー表を用いて資質・能力について振り返らせたり今後の目標を自己決定させたりして，自己評価する力の向上を図る。








　質問紙調査※の結果，以下の実態が見られた。


　課題設定では，「自分で課題を決めている」と答えた児童は，78％であった。課題設定が苦手な児童の中には，「何を調べていけばいいかわからない。」と答えており，児童自身に問題意識が高まっておらず，解決したいという思いがもてていない。


　整理・分析では，これまでの学習で表やグラフにまとめていることもあり，75％の児童が肯定的に答えている。しかし，まとめ・表現をするに当たって，整理・分析の段階で，目的意識や相手意識をもって，調べたことの中から適切な情報は何かを分析することができていない。そのため，表現の段階で，調べたことをそのまま活用する児童が多い。


　まとめでは，目的意識や相手意識をもってまとめることに課題があるため，できた物を推敲したり，改善したりすることに課題がある。また，学習を通じてや本時で，自分にどんな力が付いたかを振り返る力が十分とは言えない。





○　地域の祭りには，それぞれ名前の由来，歴史，役割や特徴があることを知る。　　　　（知識及び技能）


○　探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら解決方法を考え，目的意識をもって情報収集，整理・分析，自己評価するなど，問題を解決する方法を身に付ける。　　　　　　　　　（思考力，判断力，表現力等）


○　地域の祭りに関する問題の解決方法を考えることを通して，地域の役に立ちたいという思いをもって，主体的，協同的に課題を解決したり，自己の生き方を考えて実践したりしようとする。（意欲・態度）


○　地域の祭りに関する問題の解決に向けて解決方法を創造し実行することで，地域の一員としての自覚をもち，尾道の歴史や地域の人々の生き方を大切にする。　　　　　　　　　　　　　　　（価値観・倫理観）








課題の設定





尾道の祭りは，いつから，なんのために行われているのだろう。





整理・分析





情報の収集





課題の設定





尾道の祭りを受け継ぐために，自分達には何ができるのだろうか。





整理・分析・表現





課題の設定





相手や目的に応じてわかりやすくまとめ，表現するためには，どのように書くとよいのだろうか。











整理・分析・表現表現表現





まとめ





お祭りを受け継ぐ人を増やしたり，お祭りに参加したい人を増やしたりするためには，どんな書き方をしたらいいのかな。





　お祭りを受け継いでいくために，おたより等を書き直したり付け加えたりして，もう一度作り直す。もう一度祭りについて調べたりインタビューし直したりする。





　このままでは，地元の人や観光客に祭りに行ってみようと思ってもらえない。どうすればいいのかを話し合えばいい。








　どうすれば祭りを受け継ぐ人が増えるかな。今のままの書き方では，伝わらないな。書き方を変えていかないといけないな。





　祭りを受け継ぎたいと思う人を増やすには，祭りのやりがいについて，もっと具体的に書いた方がいいな。





　祭りに参加したい人を増やすには，もっと楽しさを書かないとな。





今すぐには解決できない問題もあるな。もう一度，調査が必要だ。





　今日は，実際に地元の人や観光客が書いた物を見たり林さんのアドバイスを聞いたりして，祭りに行ってもらったり参加してもらったりするためには，もっと伝える相手の思いを知ることと，目的を達成するために，レイアウトや書く順番内容など，表現の仕方を工夫することが大切であることに気付きました。そのためにも調べ直したりインタビューし直したりします。
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